
皇宮警察本部

これが皇宮護衛官の仕事だ！

皇宮警察本部の
先輩情報はこちらから

警備部 辻本 晋資

皇宮護衛官の最前線レポート
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皇室守護の
最前線と
なれ。

護衛部  山下 亮　森岡 裕子

夢を叶えた、
若き白バイ隊員と
騎馬隊員。
警務部門 佐野 光海　青木 悠希

音楽で皇室と国民をつなぐ。
皇宮警察音楽隊。



ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
た
い
、

活
か
し
た
い

そ
れ
が
皇
宮
警
察
へ
の
志
望
動
機

午
前
!
時
。
24

時
間
の
業
務
を
終
え
た
辻
本
は
、

ま
ぶ
し
い
太
陽
に
目
を
細
め
た
。
当
番
の
日
は
、
夜

を
徹
し
て
の
勤
務
だ
。
こ
の
あ
と
12

時
ま
で
駅
伝
大

会
に
出
場
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
、
午
後
と
翌
日

は
休
み
と
な
る
。

中
学
時
代
か
ら
陸
上
を
始
め
、
ス
ポ
ー
ツ
系
の
大
学

に
進
学
。
学
生
生
活
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
運
動
に

費
や
し
た
辻
本
は
、
体
力
に
は
自
信
が
あ
る
。
そ
れ

を
活
か
せ
る
仕
事
と
し
て
公
安
職
を
希
望
。
警
視
庁

や
地
元
兵
庫
県
警
察
な
ど
、
幅
広
く
就
職
活
動
を
す

る
中
で
皇
宮
警
察
に
出
合
っ
た
。

皇
室
の
方
々
を
お
護
り
す
る
と
い
う
名
誉
あ
る
仕
事

に
も
惹
か
れ
た
が
、
一
方
で
、
騎
馬
や
柔
道
、
剣
道
、

テ
ニ
ス
、
ス
キ
ー
な
ど
、
自
分
が
希
望
す
る
訓
練
に

参
加
で
き
る
こ
と
を
知
る
。
そ
の
中
に
「
駅
伝
」
の

二
文
字
を
見
つ
け
た
と
き
、
皇
宮
警
察
へ
の
志
望
動

機
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
た
。

皇
居
正
門
、
坂
下
門
を
護
り
、

皇
宮
護
衛
官
の
最
前
線
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
。

皇
室
守
護
の
最
前
線
と
な
れ
。
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ഷ 皇

室
守
護
と
い
う
絶
対
使
命
。
崇
高
な
使
命
を
持
っ
た
者
は
共
鳴
す
る
。

共
鳴
し
た
者
同
士
は
強
い
絆
の
も
と
、連
携
す
る
。

皇
居
や
御
所
な
ど
の「
場
」を
護
る
警
備
の
任
務
。

皇
室
や
国
賓
の
直
近
に
て「
人
」を
護
る
護
衛
の
任
務
。

警
備
や
護
衛
を
円
滑
に
す
る
警
務
の
任
務
。

共
鳴
し
た
者
同
士
の
連
携
が
、何
事
も
な
い
平
穏
な
日
々
を
実
現
さ
せ
る
。

そ
れ
は
絶
対
予
防
警
察
と
し
て
の
使
命
。

こ
れ
ま
で
も
、こ
れ
か
ら
も
、皇
室
の
長
い
歴
史
と
と
も
に
。

平成23年、皇宮巡査を拝命。
皇宮警察学校を卒業後、坂下護衛署に配属。
坂下門の警備、儀仗勤務のほか、特別警備隊にも所属し、
集団警備の訓練も行っている。
平成25年に出場した駅伝大会では自己ベストを更新。
そのための訓練の中でチームワークの大切さに気づく。
将来の目標は側衛官として皇室の直近で護衛すること。

辻本 晋資  坂下護衛署

こ
れ
が
皇
宮
護
衛
官
の
仕
事
だ
！

皇
宮
護
衛
官
の
最
前
線
レ
ポ
ー
ト
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皇
室
の
顔
と
も
い
え
る
坂
下
門
を

護
る
仕
事
に
気
が
引
き
締
ま
る

平
成
23

年
、
皇
宮
警
察
に
採
用
さ
れ
た
辻
本
は
、
警

察
学
校
で
教
養
を
身
に
付
け
た
後
、
坂
下
護
衛
署
に

配
属
と
な
る
。
各
護
衛
署
に
所
属
す
る
護
衛
官
の
任

務
は
、
皇
居
、
赤
坂
御
用
地
、
京
都
御
所
等
を
警
備
す

る
こ
と
。
ま
た
本
部
の
警
備
部
に
お
い
て
は
、
天
皇
誕

生
日
や
新
年
一
般
参
賀
、
園
遊
会
な
ど
の
行
事
の
警

備
に
必
要
な
企
画
の
立
案
、
装
備
資
器
材
の
配
備
や

開
発
運
用
も
行
う
。

辻
本
が
配
属
さ
れ
た
坂
下
護
衛
署
は
、
皇
室
行
事
を

行
う
宮
殿
や
宮
内
庁
、
一
般
に
公
開
し
て
い
る
東
御

苑
な
ど
を
管
轄
す
る
部
署
。
不
審
者
に
対
す
る
警
戒

警
備
、
来
訪
者
の
確
認
が
主
な
業
務
だ
。
皇
居
内
の

平
穏
を
守
る
。
そ
れ
が
辻
本
に
与
え
ら
れ
た
使
命
。

皇
居
の
顔
と
も
い
え
る
坂
下
門
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

を
は
じ
め
、
海
外
か
ら
の
賓
客
も
利
用
さ
れ
る
門
だ

け
に
、
気
が
引
き
締
ま
る
。

優
美
で
荘
厳
な
動
き
は

皇
室
の
威
厳
を
保
つ
た
め

皇
居
正
門
、
二
重
橋
。
儀
礼
服
に
身
を
包
み
、
胸
を

張
っ
て
美
し
く
直
立
し
て
い
る
辻
本
の
姿
が
あ
っ
た
。

微
動
だ
に
す
る
こ
と
な
く
、
優
し
さ
の
中
に
厳
し
い

眼
差
し
で
一
点
を
見
つ
め
て
い
る
。

皇
宮
護
衛
官
は
、
�
人
一
組
の
交
代
制
で
皇
居
正

門
を
護
る
「
儀
仗
勤
務
」
を
行
う
。
も
ち
ろ
ん
警
戒

警
備
が
主
目
的
で
は
あ
る
が
、
儀
仗
勤
務
に
は
皇
室

の
顔
と
な
る
正
門
に
立
ち
「
皇
室
の
威
厳
を
保
つ
」

と
い
う
重
要
な
使
命
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

儀
仗
交
代
の
時
間
。
辻
本
の
前
に
、
交
代
す
る
�

人
の
皇
宮
護
衛
官
が
現
れ
た
。
こ
こ
か
ら
交
代
の

儀
式
が
は
じ
ま
る
。
�
人
の
息
が
ぴ
っ
た
り
と
合
っ

た
優
美
で
流
れ
る
よ
う
な
動
き
。
正
門
前
を
訪
れ

た
観
光
客
か
ら
感
嘆
の
声
が
漏
れ
る
。
見
学
者
か

ら
「
や
っ
ぱ
り
、
皇
居
は
厳
粛
だ
な
」
と
思
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。
わ
ず
か
30

秒
ほ
ど

の
儀
仗
交
代
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
、
儀
仗
隊
員
に
求

め
ら
れ
る
す
べ
て
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

日
ご
ろ
の
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が

身
を
結
ぶ
と
き
が
あ
る

皇
宮
護
衛
官
の
任
務
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
日
常

の
訓
練
が
欠
か
せ
な
い
。
皇
宮
護
衛
官
は
、
�
交

替
制
の
勤
務
の
中
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

坂
下
門
を
護
る
辻
本
に
と
っ
て
、
柔
道
や
剣
道
な
ど

の
武
道
に
加
え
、
危
険
な
相
手
を
制
圧
す
る
た
め
の

逮
捕
術
の
訓
練
は
必
須
だ
。
殴
り
か
か
っ
て
き
た
り
、

武
器
を
持
っ
て
襲
っ
て
き
た
り
、
法
律
に
違
反
し
た

皇宮警察にとって
機動隊の機能を果たす特別警備隊は、
皇居内での突発事案に
対処するため設置された組織。
集団で統率がとれた動きをするために
集団警備の訓練が行われている。

警備訓練

皇居正門を警備する儀仗勤務。
通常警備以外にも、
皇室の尊厳を保つという使命があり、
服装も交代も儀式的だ。
優雅で威厳のある所作が、
見学する人々の心を魅了する。

儀仗勤務

「
儀
仗
勤
務
、

警
備
訓
練
、

逮
捕
術
訓
練
、

駅
伝
訓
練
、

す
べ
て
が

実
を
結
ぶ
と
き
が
あ
る
」

者
は
そ
の
場
で
逮
捕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
自
分
を
防
御
し
な
が
ら
犯
人
を
制
圧

す
る
技
術
を
訓
練
で
磨
き
、
得
意
分
野
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
非
常
時
に
的
確
な
動
き
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
「
平
常
心
」
が
大
切
だ
。
そ
ん
な

精
神
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
も
、
逮
捕
術
訓
練

は
欠
か
せ
な
い
。

辻
本
は
、
特
別
警
備
隊
に
も
所
属
し
て
い
る
。
都
道

　

入門しようとする人々に対しては、
通行証や身分証の提示を求め、
持たない人は
用件を確認する。
一般人の立ち入りが制限される
すべての門に皇宮護衛官の姿があり、
こうした業務を行っている。

各門の警戒警備
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府
県
警
察
の
機
動
隊
に
あ
た
る
部
隊
だ
。
出
動
服
の

上
に
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
盾

を
持
っ
て
集
団
警
備
を
行
う
。
警
備
訓
練
で
は
、
集

団
で
統
率
が
と
れ
た
動
き
を
と
っ
て
相
手
を
制
圧
す

る
訓
練
を
行
い
、
突
発
事
案
に
備
え
て
い
る
。

駅
伝
に
参
加
し
て

チ
ー
ム
連
携
の
大
切
さ
を
知
る

卒
配
後
、
辻
本
は
念
願
の
駅
伝
チ
ー
ム
に
所
属
。
学

生
時
代
に
培
っ
た
陸
上
の
経
験
を
活
か
せ
る
し
、
日

ご
ろ
の
訓
練
に
よ
り
、
任
務
に
必
要
な
体
力
と
気
力

を
同
時
に
磨
く
こ
と
が
で
き
る
。

皇
宮
警
察
に
は
、
護
衛
官
が
や
り
た
い
こ
と
を
支
援

す
る
仕
組
み
が
あ
る
。
辻
本
の
場
合
、
部
外
大
会
に

出
場
し
た
り
す
る
、
自
主
的
な
訓
練
を
行
う
こ
と
が

許
さ
れ
た
。
大
会
の
�
ヵ
月
前
か
ら
は
、
４
交
替

制
の
勤
務
を
解
か
れ
、
毎
日
訓
練
に
集
中
で
き
る
環

境
と
な
る
。平
成
25

年
12

月
、関
東
警
察
駅
伝
・
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
に
出
場
し
た
辻
本
は
、
自
己
ベ
ス

ト
を
更
新
し
た
。

駅
伝
の
訓
練
や
大
会
へ
の
参
加
で
辻
本
が
学
ん
だ
こ

と
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
だ
。
駅
伝
は
、
自

分
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
次
の
仲
間
に
た

す
き
を
つ
な
ぐ
。
同
じ
ベ
ク
ト
ル
に
向
か
っ
て
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
は
じ
め
て
成
果
が
出
せ
る
。

仕
事
も
同
じ
。
警
備
の
任
務
に
は
一
人
一
人
が
責
任

を
持
っ
て
あ
た
る
が
、
一
緒
に
勤
務
し
て
い
る
仲
間

と
の
連
携
プ
レ
ー
が
大
切
だ
。
交
代
要
員
へ
の
引
き

継
ぎ
も
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
、
駅
伝

の
た
す
き
を
つ
な
ぐ
と
き
の
よ
う
に
。

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
組
織
の
勤
務
の
効
率
が

上
が
る
。
駅
伝
大
会
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
辻
本
は

大
切
な
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
。

�
�
�

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
坂
下
門
を
ご
通
過
さ
れ
た
際
、

辻
本
の
中
に
、「
も
っ
と
直
近
で
お
護
り
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
お
こ
っ
た
。
目
標
は
側
衛
官

に
な
る
こ
と
。
そ
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、
辻
本

は
警
備
の
仕
事
と
訓
練
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
仲
間

か
ら
も
国
民
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な
る
努
力

を
し
て
い
る
。
体
力
と
精
神
力
を
兼
ね
備
え
た
一
人

前
の
側
衛
官
と
し
て
活
躍
す
る
辻
本
の
姿
を
見
ら
れ

る
日
は
、
そ
う
遠
く
な
い
。

皇宮警察には、皇居や御用邸などにおける不審物発見のため、
警戒警備犬が配備されている。
各所の警戒にあたることで、目に見えない敵を抑止する効力もある。

警戒警備犬訓練

勤務時間は、休憩時間を除き、
1週間あたり 38 時間 45 分である。
皇宮警察本部で勤務する職員のうち、
交替制勤務員は、当番日・非番日・
週休日・日勤日の繰り返しが
基本的な勤務形態となっている。

4 交替制勤務 

警察で唯一、消防活動を行うのも皇宮警察の特徴だ。
警防車（消防車）も配置され、万が一、火災が発生したときの消火にあたる。
火災を発生させないための予防活動にも余念がない。

警防勤務

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
憧
れ
て
い
た

白
バ
イ
隊
員
に
な
れ
た
日

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
白
バ
イ
隊
員
に
憧
れ
て
い
た
山

下
は
、
商
業
高
校
卒
業
後
、
そ
の
夢
を
か
な
え
る
べ

く
専
門
学
校
で
公
務
員
に
な
る
た
め
の
勉
強
に
励
ん

で
い
た
。
そ
こ
で
皇
宮
警
察
の
こ
と
を
は
じ
め
て
知

る
。「
皇
室
守
護
と
い
う
絶
対
使
命
。
な
ん
て
誇
ら

し
い
仕
事
な
ん
だ
」。
山
下
は
、
た
ち
ま
ち
そ
の
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
た
。

平
成
20

年
２
月
に
皇
宮
警
察
学
校
を
卒
業
。
坂
下
護

衛
署
に
配
属
と
な
る
。
警
備
の
任
務
や
訓
練
に
熱
心

に
取
り
組
む
こ
と
�
年
。
平
成
25

年
�
月
に
護
衛

部
護
衛
第
一
課
の
機
動
護
衛
担
当
へ
異
動
、
晴
れ
て

念
願
の
白
バ
イ
隊
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

山
下
の
仕
事
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
同
妃

両
殿
下
が
地
方
に
行
幸
・
行
啓
さ
れ
る
際
に
、
お
車

の
直
近
を
白
バ
イ
で
護
衛
す
る
と
い
う
名
誉
あ
る
仕

事
だ
。
し
か
も
、
公
式
な
行
幸
・
行
啓
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
責
任
は
重
い
。

白
バ
イ
隊
員
の
任
務
は
、
当
日
の
護
衛
だ
け
で
は
な

い
。
何
ヵ
月
も
前
か
ら
御
訪
問
先
の
県
警
と
の
打
ち

合
わ
せ
が
始
ま
る
。
ま
ず
は
、
お
護
り
す
る
た
め
の

動
き
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
綿
密
に
計
画
し
、
連
携
の
あ

り
方
な
ど
の
調
整
を
行
う
。
次
に
、
実
際
の
道
を
走

り
危
険
な
場
所
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
実
査
が
あ

り
、
数
週
間
前
に
は
本
格
的
な
リ
ハ
ー
サ
ル
を
実
施
。

万
全
の
態
勢
で
当
日
を
迎
え
る
の
だ
。

皇
室
の
直
近
で
お
護
り
す
る
側
衛
官
の
仕
事
は
、
犯

人
を
逮
捕
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
天
皇
陛
下

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
・
皇
族
各
殿
下
の

一
番
近
く
で
お
護
り
す
る
。

護
衛
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
の
誇
り
。

۳
х
ഷ

夢
を
叶
え
た
、

若
き
白
バ
イ
隊
員
と

騎
馬
隊
員
。

こ
れ
が
皇
宮
護
衛
官
の
仕
事
だ
！

皇
宮
護
衛
官
の
最
前
線
レ
ポ
ー
ト

当番日
（1日目）

0:00 8:00 9:00 12:00 17:15

非番日
（2日目）

教養・
訓練勤務

週休日
（3日目）

日勤日
（4日目） 勤務

出勤（8:00）
点検（8:30）

勤務
出勤（8:00）
点検（8:30）

OFF（休み）

OFF（休み）

24:00
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の
お
車
に
近
づ
こ
う
と
す
る
人
や
車
を
制
し
て
、

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
皇
宮

警
察
の
絶
対
予
防
警
察
た
る
所
以
だ
。

一
方
、
皇
宮
警
察
は
、
人
が
何
か
を
起
こ
す
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
予
測
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
起

こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
注
力
す
る
。
そ
れ

も
笛
を
吹
い
た
り
拡
声
器
で
呼
び
掛
け
た
り
す
る
こ

と
な
く
、
態
度
だ
け
で
制
し
て
、
相
手
の
意
志
を
く

じ
け
さ
せ
る
の
だ
。
ゴ
ー
ル
は
「
何
も
な
い
」
こ
と
。

物
事
を
発
生
さ
せ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
予
防
が
重
要

な
任
務
で
あ
る
の
が
皇
宮
警
察
の
特
徴
だ
。

側
衛
官
に
求
め
ら
れ
る

高
度
な
技
術
を
磨
く
た
め
に

側
衛
官
に
は
、
ま
さ
に
今
飛
び
か
か
ろ
う
と
し
て
い

る
人
を
素
早
く
察
知
し
、
大
き
な
動
作
を
す
る
こ
と

な
く
（
周
囲
か
ら
気
付
か
れ
る
こ
と
な
く
）、
相
手
に

対
し
て
機
先
を
制
す
る
と
い
う
高
度
な
技
術
が
求
め

ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
じ
め
皇
族

の
方
々
に
近
づ
く
人
は
悪
意
の
あ
る
者
だ
け
で
は
な

い
。
善
意
の
人
が
お
車
に
近
づ
い
た
場
合
な
ど
は
、

さ
り
げ
な
く
注
意
を
促
す
な
ど
細
か
な
配
慮
も
必
要

だ
。
そ
れ
ら
は
、
全
て
側
衛
術
訓
練
で
磨
か
れ
る
。

さ
ら
に
、
白
バ
イ
隊
員
は
バ
イ
ク
の
ス
キ
ル
も
高
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
下
は
白
バ
イ
全
国

大
会
の
特
別
訓
練
員
と
し
て
、
日
々
訓
練
を
行
っ
て
、

大
会
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
で
は
好
成
績
を
マ
ー
ク
。

今
後
は
、
さ
ら
に
上
位
を
目
指
す
。

皇
居
を
馬
車
で
訪
れ
る

各
国
の
大
使
を
騎
馬
で
護
衛

山
下
の
�
年
後
輩
に
あ
た
る
森
岡
は
、
平
成
20

年

�
月
の
採
用
。
皇
宮
警
察
学
校
を
経
て
坂
下
護
衛

署
で
�
年
半
勤
務
。
平
成
23

年
４
月
、
護
衛
部
護

衛
第
一
課
に
配
属
と
な
っ
た
。

大
学
時
代
に
部
活
で
乗
馬
経
験
が
あ
る
森
岡
は
「
就

職
し
て
か
ら
馬
に
乗
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
就
職
活
動
を
振
り
返
る
。
皇
宮
警
察
の
採
用

ポ
ス
タ
ー
の
写
真
に
、
凛
々
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、

さ
っ
そ
う
と
馬
に
乗
っ
て
い
る
皇
宮
護
衛
官
の
姿
が

あ
っ
た
こ
と
が
、
応
募
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

側
衛
官
に
な
っ
て
か
ら
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
側

近
で
護
衛
の
業
務
を
行
う
一
方
、
各
国
の
大
使
が
馬

車
で
皇
居
を
訪
れ
る
信
任
状
捧
呈
式
の
際
に
は
、
騎

馬
隊
と
し
て
大
使
の
護
衛
を
務
め
て
い
る
。

騎
馬
訓
練
、
側
衛
術
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
武

道
で
は
弓
道
を
選
択
。
忙
し
い
勤
務
の
間
に
時
間
を

見
つ
け
て
側
衛
官
と
し
て
の
技
量
を
磨
い
て
い
る
。

�
�
�

山
下
も
森
岡
も
若
く
し
て
側
衛
官
に
な
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
や
り
た
い
こ
と
を
公
言
し
て
い
た
か
ら
。

白
バ
イ
や
騎
馬
の
先
輩
た
ち
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

「
そ
の
努
力
は
必
ず
誰
か
が
見
て
い
る
。

護
衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
怠
ら
ず

努
力
を
続
け
れ
ば
、
道
は
開
け
る
」

た
り
、
関
連
部
署
に
紹
介
し
て
く
れ
た
り
、
組
織

が
訓
練
の
特
別
プ
ラ
ン
を
考
え
て
く
れ
た
り
と
、

そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
得

意
分
野
を
磨
き
、
側
衛
術
を
磨
き
、
努
力
し
続
け

た
人
の
夢
は
必
ず
か
な
う
。
そ
れ
が
皇
宮
警
察
な

の
だ
。

朝7時 30分から1時間の集合訓練。通常業務の間を縫って個人的に自主訓練を重ねることでバイクのスキルを高める。
外部インストラクターに指導を受けることも。

白バイ訓練

信任状捧呈式の際に各国の大使が乗られる
儀装馬車を騎馬隊が護衛。
皇居内に馬場があり、日ごろの訓練はもちろんのこと、
式典の前には重点的に訓練が行われる。

騎馬訓練

海外から訪れる国賓や
大使の皇居参内時の護衛も、
護衛部の任務の一つ。
側車隊、騎馬隊なども
編成されることがあり、
見た目も優雅。
パレードのような華やかさだ。

国賓等の護衛

平成19年、皇宮巡査を拝命。
皇宮警察学校を卒業後、
坂下護衛署で警備の任務に就く。
平成 25 年には、護衛第一課に配属されて、
憧れの白バイ隊員となる。

山下 亮  護衛第一課

平成20年、皇宮巡査を拝命。
皇宮警察学校を卒業後、
坂下護衛署での2年間の勤務を経て、
護衛第一課に配属。側衛の仕事のほか、
信任状捧呈式では騎馬隊員として活躍する。

森岡 裕子  護衛第一課
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園
遊
会
な
ど
の
皇
室
行
事
を
は
じ
め

年
間
約
60
回
も
の
演
奏
活
動

皇
宮
警
察
の
警
務
課
に
は
、
音
楽
隊
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
昭
和
27

年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

が
締
結
さ
れ
、
日
本
が
本
当
の
意
味
で
独
立
し
た
記

念
の
年
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
主
催
さ
れ
る
園
遊
会

で
、
洋
楽
演
奏
を
し
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
依
頼
が

宮
内
庁
か
ら
皇
宮
警
察
に
あ
り
、
皇
宮
警
察
音
楽
隊

が
発
足
し
た
。
現
在
で
は
園
遊
会
な
ど
の
皇
室
行
事

を
は
じ
め
、
皇
宮
警
察
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
各
都

道
府
県
警
察
や
警
察
協
会
が
主
催
す
る
全
国
警
察
音

楽
隊
演
奏
会
な
ど
、各
地
で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
問
し
た
り
、
皇
居
の

清
掃
を
行
う
勤
労
奉
仕
団
の
方
々
の
た
め
に
演
奏
を

行
っ
た
り
、
小
学
校
で
体
験
演
奏
会
を
催
し
た
り
、

皇
居
・
東
御
苑
の
芝
生
で
開
催
さ
れ
る
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
来
園
者
に
披
露
し
た
り
と
、
そ
の

活
動
は
年
60

回
を
超
え
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
隊

員
の
数
は
約
20

名
。
そ
の
中
に
、
若
手
皇
宮
護
衛
官
、

佐
野
と
青
木
の
姿
が
あ
っ
た
。

音
楽
隊
の
使
命
を
胸
に

誇
り
を
持
っ
て
演
奏
す
る

佐
野
は
、
幼
稚
園
の
と
き
か
ら
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
習

い
、
中
学
・
高
校
で
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演
奏
し
、

音
大
に
入
学
し
た
あ
と
一
般
の
大
学
に
転
入
し
た
。

青
木
は
�
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
は
じ
め
、
高
校
・
大

学
で
は
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
、
音
楽
隊
で
は
テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
を
担
当
し
て
い
る
。
二
人
と
も
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
音
楽
に
は
精
通
し
て
い
た
が
、
皇
宮
護

衛
官
を
志
望
し
た
の
は
、
決
し
て
音
楽
が
や
り
た

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
佐
野
は
、
も
と
も
と
正
義

感
が
強
く
、
人
を
守
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

か
っ
た
。
青
木
は
両
親
と
も
に
公
務
員
で
、
民
間

で
働
く
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
か
っ
た
こ
と
と
、
中

学
生
の
と
き
に
剣
道
の
経
験
が
あ
り
、
そ
れ
を
活
か

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
就
職
活
動
で
は
公
務
員
の

公
安
職
を
強
く
志
望
。
中
で
も
皇
宮
警
察
は
特
殊
性

が
あ
り
、
皇
室
を
お
護
り
す
る
と
い
う
崇
高
な
使
命

に
共
鳴
し
た
こ
と
が
応
募
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

佐
野
は
平
成
21

年
、
青
木
は
平
成
23

年
に
皇
宮
巡
査

を
拝
命
。
皇
宮
警
察
学
校
卒
業
後
は
、
と
も
に
赤
坂

護
衛
署
に
配
属
さ
れ
た
。
経
験
者
の
二
人
は
皇
宮
警

察
音
楽
隊
員
に
指
名
さ
れ
、
警
備
の
任
務
と
の
兼
務

で
音
楽
隊
活
動
を
続
け
て
い
る
。

「
慣
れ
親
し
ん
だ
音
楽
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
う
れ

し
い
け
ど
、
皇
室
を
お
護
り
す
る
と
い
う
任
務
に
ど

う
つ
な
が
る
の
か
」
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
音
楽
隊
の
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、
そ
の
必

要
性
や
意
義
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

音
楽
隊
は
演
奏
を
通
し
て
皇
室
の
方
々
と
国
賓
の

方
々
、
一
般
の
方
々
を
つ
な
ぐ
役
割
を
し
て
い
る
。

皇
宮
警
察
の
広
報
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

理
解
し
た
二
人
は
、
こ
の
や
り
が
い
あ
る
重
要
な
任

務
に
誇
り
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
る
。

少
数
精
鋭
だ
か
ら
こ
そ

チ
ャ
ン
ス
は
無
限
大

ڀ
ฐ
ഷ
ไ

通
常
の
警
備
の
勤
務
の
傍
ら
、
佐
野
と
青
木
は
楽
器

の
練
習
に
明
け
暮
れ
る
。
日
勤
の
日
は
朝
!
時
か

ら
夕
方
�
時
ま
で
。
非
番
の
日
は
朝
か
ら
昼
ま
で

個
人
練
習
を
行
う
。
演
奏
会
が
近
づ
く
と
、
シ
フ
ト

が
変
わ
り
、
音
楽
隊
全
体
の
練
習
に
集
中
で
き
る
。

そ
ん
な
皇
宮
警
察
の
支
援
体
制
が
あ
り
が
た
い
。

「
皇
宮
警
察
は
約
!
�
�
人
と
い
う
小
さ
な
組
織
。

未
経
験
者
や
音
大
を
出
て
い
な
い
人
で
も
、
音
楽
隊

に
入
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
青
木
。「
音
楽
隊
の

ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
な
ど
、ほ
か
の
特
技
も
活
か
せ
る
」

と
佐
野
。
や
り
た
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
チ
ャ

ン
ス
は
無
限
に
あ
る
。
少
数
精
鋭
部
隊
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
皇
宮
警
察
の
魅
力
だ
。

佐
野
は
同
じ
音
楽
隊
に
所
属
す
る
女
性
護
衛
官
と
結

婚
し
た
。
特
技
を
活
か
せ
る
仕
事
、
や
り
た
い
仕
事
、

や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
。す
べ
て
を
兼
ね
備
え
た「
充

実
し
た
仕
事
」
の
中
で
、「
充
実
し
た
人
生
」
も
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

今
日
も
青
空
の
も
と
、
皇
宮
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
が

鳴
り
響
く

―
。
隊
員
の
顔
は
、
意
気
揚
々
と
し
て

い
て
、
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
で
あ
る
。

皇
宮
警
察
音
楽
隊
の

晴
れ
や
か
な
演
奏
が

皇
室
の
方
々
と

国
民
の
心
を
つ
な
ぐ

平成23年、皇宮巡査を拝命。
皇宮警察学校を卒業後、赤坂護衛署に配属。
音楽隊でテナーサックスを担当。テレビで見たことがある
園遊会で自ら演奏できたことに感激する。

青木 悠希  赤坂護衛署  兼  皇宮警察音楽隊
平成21年、皇宮巡査を拝命。
皇宮警察学校を卒業後、赤坂護衛署に配属。
警備の任務の傍ら、皇宮警察音楽隊での演奏活動に力を入れる。
ポスターづくりなど特殊な才能ももつ。

佐野 光海  赤坂護衛署  兼  皇宮警察音楽隊園遊会などの行事で演奏を行う
皇宮警察音楽隊。
一般の人が聴く機会として代表的なのは、
皇居・東御苑の芝生で春と
秋に月 1回程開催される
「ランチタイムコンサート」。

皇宮警察音楽隊

こ
れ
が
皇
宮
護
衛
官
の
仕
事
だ
！

皇
宮
護
衛
官
の
最
前
線
レ
ポ
ー
ト
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皇
宮
警
察
本
部
で
は
学
歴
や
性
別
に
関
係
な
く
、
昇
任
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
位
階
級
へ
の
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
察
庁
・
他
警
察
本
部
な
ど
へ
の
出
向
、
国
内
・

海
外
で
の
各
種
研
修
等
に
よ
っ
て
、
皇
宮
護
衛
官
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

皇
宮
護
衛
官
は
国
家
公
務
員
の
「
公
安
職
俸
給
表（
一
）」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ז


初
任
給

皇
宮
護
衛
官
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
）
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者

こ
れ
と
は
別
に
、
扶
養
・
住
居
・
通
勤
・
ボ
ー
ナ
ス
（
年

2
回
）
な
ど
の
各
種
手
当
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成

25
年

4
月

1
日
現
在

23
2,
69

6
円
（
学
歴
に
か
か
わ
ら
ず
）

勤
務
に
は
日
勤
制
勤
務
と
交
替
制
勤
務
が
あ
り
、

1
週
間
あ
た
り
の
勤
務
時
間
は

38
時
間

45
分

（
週
休

2 日
制
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
休
暇
は
年

20
日
の
年
次
休
暇
（

4
月

1
日
採
用
の
場
合
、

採
用
の
年
は

15
日
。
残
日
数
は

20
日
を
限
度
と
し
て
翌
年
に
繰
り
越
し
）
の
ほ
か
、
病
気
休
暇
、

特
別
休
暇（
夏
季
・
結
婚
・
出
産
・
忌
引
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）、
介
護
休
暇
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

育
児
休
業
制
度
に
よ
り
育
児
に
専
念
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ؙ
ฐ

ࠝ
գ

«
ׄ

Ҝ
ঞ

த

皇
宮
護
衛
官
採
用
試
験
（
高
卒
程
度
）
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者

19
0,
57

0
円
～
22

1,
25

0
円
（
学
歴
に
応
じ
）

警
察
共
済
組
合
の
保
険
、
年
金
等
に
お
け
る
共
済
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各

地
の
警
察
共
済
施
設
な
ど
を
利
用
で
き
る
ほ
か
、
共
済
組
合
が
提
携
し
て
い
る
各
種
福
利
厚
生

施
設
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ൂ
ຳ

܁
ভ

皇
宮
警
察
学
校
を
卒
業
し
た
後
、武
道
の
指
導
者
講
習
を
は
じ
め
、海
外
で
の
語
学
力
、騎
馬
技
能
、

白
バ
イ
技
能
な
ど
の
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
実
務
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

護
衛
専
科
、
鑑
識
専
科
、
情
報
管
理
専
科
な
ど
の
各
種
研
修
制
度
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ګ
ࡿ

ঞ
த

各
勤
務
地
の
近
く
に
独
身
宿
舎
、
家
族
宿
舎
と
も
に
設
置
・
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ࢤ
ࡈ

経
験
や
階
級
に
応
じ
て
、
警
察
庁
や
宮
内
庁
、
他
警
察
本
部
へ
出
向
・
派
遣
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
。
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皇
宮
警
察
本
部
の
情
報
や
試
験
の
日
程
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
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皇
宮
巡
査

皇
宮
巡
査
部
長

皇
宮
警
部
補

皇
宮
警
部

皇
宮
警
視

皇
宮
警
視
正

高
校
卒
業
者

採
用
後

 4
年

6
ヶ
月

巡
査
部
長
の
実
務

3
年

短
大・
専
門
卒
業
者

採
用
後

3
年

巡
査
部
長
の
実
務

3
年

警
部
補
の
実
務
４
年

選
考

大
学
卒
業
者

採
用
後

2
年

巡
査
部
長
の
実
務

1
年

6
ヶ
月





皇
室
守
護
を
目
的
と
し
た

唯
一
の
警
察
組
織
、

そ
れ
が
皇
宮
警
察
。

組織図
皇宮警察本部の組織は2部10課、4護衛署及び皇宮警察学
校によって構成されています。護衛部は天皇皇后両陛下・
皇族各殿下の護衛を担当しており、警備部と4護衛署が皇
居・赤坂御用地・各御用邸・京都御所及び正倉院などの安
全を確保するための警備を行っています。

勤務地
勤務地は主として東京都にある皇居及び赤坂御用地ですが、
下図のように、1都1府4県に御用邸などの勤務地もあります。

御料牧場（栃木県）

皇宮警察本部

坂
下
護
衛
署

吹
上
護
衛
署

赤
坂
護
衛
署

京
都
護
衛
署

護
衛
部

*

護
衛
第
一
課　

*

護
衛
第
二
課

*

護
衛
第
三
課　

*

待
衛
官

皇
宮
警
察
学
校

警
備
部

*

警
備
第
一
課

*

警
備
第
二
課

*

警
務
課　

*

企
画
監
察
課　

*

教
養
課

*

会
計
課　

*

厚
生
課

那須御用邸（栃木県）

那須御用邸

京都御所
桂離宮
修学院離宮

葉山御用邸（神奈川県） 須崎御用邸（静岡県）

京都御所（京都府） 桂離宮（京都府）

修学院離宮（京都府） 正倉院（奈良県）

御料牧場

皇居
赤坂御用地　
常磐松御用邸

葉山御用邸
正倉院

須崎御用邸

警察庁

宮
警
察
本
部
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
や

皇
族
各
殿
下
の
護
衛
と
、
皇
居
、
御
所
、

御
用
邸
な
ど
の
警
備
を
専
門
に
行
う
警
察
で
す
。
歴

史
は
古
く
、
明
治
19

年
、
宮
内
省
に
皇
宮
警
察
署
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幾
多
の
組
織
的
な

変
遷
を
経
て
、
昭
和
29

年
新
警
察
法
制
定
に
伴
い
警

察
庁
の
附
属
機
関
と
な
り
、「
皇
宮
警
察
本
部
」
と

改
称
。
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
皇
室
守
護
を
専
門

に
行
う
国
家
機
関
と
し
て
、
大
き
な
使
命
と
伝
統
を

持
つ
組
織
で
す
。

職
員
は
、
皇
宮
護
衛
官
、
警
察
庁
事
務
官
お
よ
び
警

察
庁
技
官
で
構
成
さ
れ
、
身
分
は
い
ず
れ
も
国
家
公

務
員
で
す
。
皇
宮
護
衛
官
が
所
属
す
る
皇
宮
警
察
本

部
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
「
護
衛
」。
天
皇
皇
后
両
陛
下
や
皇
族
各
殿
下

を
い
か
な
る
状
況
下
で
も
確
実
に
お
護
り
す
る
の
が

任
務
で
す
。
ま
た
、
国
賓
や
海
外
の
大
使
な
ど
の
皇

居
参
内
時
に
お
け
る
護
衛
も
行
っ
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
は「
警
備
」。日
常
の
警
備
に
よ
り
、皇
居
や
御
所
、

御
用
邸
な
ど
へ
の
不
審
者
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。
ま

た
、
一
般
参
賀
な
ど
の
儀
式
や
宮
中
行
事
の
際
に
、

何
事
も
な
く
平
穏
に
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
警
戒
・
警

備
す
る
こ
と
も
大
切
な
任
務
で
す
。

本
部
内
の
組
織
構
成
は「
警
務
部
門
」「
警
備
部
」「
護

衛
部
」
の
�
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
警
務
部
門
は
、

皇
宮
警
察
本
部
の
人
事
や
総
務
な
ど
を
担
当
。
音
楽

隊
も
警
務
部
門
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
警
備
部
は
、

皇
居
、
赤
坂
御
用
地
、
京
都
御
所
や
正
倉
院
な
ど
の
警

備
を
担
当
。
皇
室
行
事
の
警
備
の
企
画
や
、
警
戒
警
備

の
現
場
指
導
、
装
備
資
器
材
の
管
理
・
開
発
等
の
運
用

に
あ
た
り
ま
す
。
護
衛
部
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
や

皇
族
各
殿
下
の
ご
身
辺
の
護
衛
を
担
当
。
白
バ
イ
や

騎
馬
で
護
衛
に
あ
た
る
ほ
か
、
行
事
の
際
に
は
各
都

道
府
県
の
警
察
と
連
携
し
て
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。

皇 皇
室
守
護
を
行
う
皇
宮
警
察
本
部
。
職
名
は
皇
宮
護
衛
官
。

そ
の
名
前
か
ら
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
ま
す
か
？

厳
し
い
規
律
が
あ
り
、
一
秒
た
り
と
も
気
を
抜
け
な
い
、
堅
苦
し
い
印
象
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
使
命
は
崇
高
で
あ
り
、
任
務
に
は
大
き
な
責
任
が
伴
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
働
い
て
い
る
先
輩
た
ち
は
イ
キ
イ
キ
と
輝
い
て
い
ま
す
。

乗
馬
、
ス
キ
ー
、
テ
ニ
ス
、
登
山
、
英
会
話
、
音
楽
な
ど

や
り
た
い
こ
と
を
仕
事
に
で
き
る
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
で
も
あ
り
ま
す
。

他
に
類
の
な
い
唯
一
の
組
織
だ
か
ら
こ
そ

普
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い
オ
モ
シ
ロ
さ
が
あ
る
。

か
っ
こ
い
い
、
だ
け
じ
ゃ
な
い

皇
宮
警
察
本
部
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
紹
介
し
ま
す
。

皇宮警察とは何か?
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験
に
合
格
し
、
皇
宮
護
衛
官
と
し
て
採
用
さ
れ

る
と
、
皇
宮
巡
査
に
任
命
さ
れ
、
全
員
が
皇
宮

警
察
学
校
に
入
学
。こ
こ
で
、業
務
に
必
要
な
知
識
や
技
能
、

体
力
、
皇
宮
護
衛
官
に
必
要
な
心
構
え
を
身
に
つ
け
ま
す
。

「
座
学
」
で
は
、
職
務
倫
理
、
語
学
、
刑
法
な
ど
の
法
学
、

行
政
法
、
警
察
実
務
な
ど
を
習
得
。「
術
科
」
で
は
、
柔
道
、

剣
道
、
弓
道
な
ど
の
武
道
の
ほ
か
、
基
本
動
作
で
あ
る
敬

礼
や
立
ち
方
を
学
ぶ
点
検
教
練
、
逮
捕
術
、
拳
銃
の
取
り

扱
い
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。
ま
た
皇
宮
警
察
で
は
自
前

の
消
防
隊
を
有
し
て
い
る
た
め
、
消
火
活
動
な
ど
の
警
防

訓
練
も
実
施
。
体
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
和
歌
や
茶
道
、
華
道
な
ど
、
和
の
教
養
を
深
め

る
教
育
に
も
注
力
。
乗
馬
も
全
員
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皇
宮
警
察
学
校
で
の
授
業
を
通
し
て
、
日
本
を
代
表
す

る
皇
居
や
御
所
な
ど
を
警
備
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
品
位

と
技
術
が
磨
か
れ
て
い
く
の
で
す
。

皇
宮
警
察
学
校
は
全
寮
制
。
在
学
中
は
全
員
で
団
体
生
活

を
行
い
ま
す
。
皇
宮
護
衛
官
の
任
務
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

す
。
半
年
か
ら
10

ヵ
月
の
寮
生
活
を
通
し
て
、
組
織
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

自
律
、
協
調
性
、
向
上
心
が
求
め
ら
れ
る
皇
宮
警
察
学
校

で
の
生
活
は
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
に
は
助
け
合
い
な
が
ら
一
緒
に
切
磋
琢
磨
し
合
え
る

仲
間
が
い
ま
す
。「
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
」
同
期
は
、

つ
ら
い
と
き
や
悩
ん
だ
と
き
に
助
け
て
く
れ
る
貴
重
な
存

在
。
そ
ん
な
仲
間
と
の
絆
を
深
め
る
た
め
に
も
、
団
体
生

活
の
体
験
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

先
輩
た
ち
は
、
皇
宮
警
察
学
校
で
の
日
々
は
と
て
も
充
実

し
た
も
の
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
将
来
の
夢
や
目
標
に
向

か
っ
て
、
日
々
成
長
し
て
い
く
自
分
を
実
感
で
き
る
で

し
ょ
う
。
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

試

剣道

拳銃訓練 騎馬訓練

逮捕術 情操教育

皇居内の緑豊かな環境の中に、
男性寮と女性寮があり、卒業
まで全員がここから通学しま
す。生活に必要なものは全て
完備。同じ時間を共有した同
期とは深い絆で結ばれます。

6:00

9:00

11:50
12:50

17:10
17:15

23:00

日朝活動

授業

授業

課外

起床

点呼

朝食

寮から学校へ

ホームルーム

一時限目

授業準備

2時限目

3時限目

授業準備

4時限目

授業準備

5時限目

課外活動

清掃・指示
夕食・入浴
自主活動

点呼

消灯

昼食・休憩・準備

授業連絡

（80分）

（10分）

（80分）

（80分）

（10分）

（80分）

（10分）

（80分）

皇宮警察学校は、皇宮警察の任務を果
たすことができる人材を育てる養成機
関。「座学」と「術科」のカリキュラム
のほか、消防訓練や日本文化に関する
情操教育も行われます。在学期間は、
大卒者が 6ヵ月、その他の者は 10ヵ月
です。卒業後はそれぞれの護衛署に配
属され、3ヵ月は現場で実習。その後、
再度入校し、より実戦的な教養訓練の
中でレベルアップを目指します。全寮
制による団体生活で仲間との絆を深め、
組織活動やチームワークについて学ぶ
ことも、入校の重要な目的の一つです。

 1日のタイムスケジュール

すべての基礎が、
この学び舎にある。

教養、武道、日本の文化。
皇宮護衛官に必要なものを身につける。

皇
宮
護
衛
官
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
技
術
、
心
構
え
を
習
得
す
る
皇
宮
警
察
学
校
。

�
年
半
か
ら
�
年
の
徹
底
し
た
養
成
期
間
を
通
し
て
、
皇
宮
巡
査
た
ち
は
た
く
ま
し
く
成
長
し
ま
す
。

寝
食
を
と
も
に
し
た
同
期
と
の
間
に
生
ま
れ
る
深
い
絆
。
そ
れ
は
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
る
で
し
ょ
う
。

皇宮警察学校

同じ釜の飯を食った、絆。

教養訓練として、憲法・警察法等の基礎学科や、皇室に関する知識、武道、逮捕術、拳銃操法、和歌・
書道・華道・茶道といった情操教育、英会話などが行われます。武道は不可欠ですが、採用時は
多くが未経験者ですから、安心して入校してください。

こ
の
学
び
舎
で
、

文
武
を
得
る
。

チ
ー
ム
を
知
る
。

護衛官になれる！  その第一歩！
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こ
こ
が
知
り
た
い
　

皇
宮
警
察
の
こ
と
。

Question

皇
宮
警
察
は
一
般
の
警
察
と
ど
こ
が
違
う
の
'
　
ど
ん
な
職
場
な
の
'

誰
で
も
試
験
を
受
け
ら
れ
る
の
'
　
夢
や
目
標
を
叶
え
ら
れ
ま
す
か
'
　
勤
務
体
制
は
'
　

そ
ん
な
気
に
な
る
質
問
の
数
々
を
採
用
担
当
者
に
ぶ
つ
け
て
み
ま
し
た
。

！

！

A.

転勤はありますか ?

転勤はありますが、
東京勤務が主となります。

自宅から通いたいという地元志向の学生
が増えています。皇宮警察の職員は国家
公務員ですので、一つの地域に留まるこ
とはありません。とはいえ、転勤は管轄
区域（東京、栃木、神奈川、静岡、京都、
奈良）内のみで、大多数の職員は東京で
勤務しています。

A.

どういう勉強が必要ですか ?

国家公務員専門職試験の
勉強がポイントです。

皇宮護衛官になるためには、国家公務
員の専門職試験に合格する必要があり
ます。その試験対策の勉強をしていた
だくのが、一つのポイントです。基礎
能力試験だけでなく人物試験や身体検
査、体力検査もありますので、心身と
もに自分を磨いてください。

A.

勤務する場所は一定ですか ?

日本全国のみならず
世界各国にも同行します。

皇居や御所などへの不審者の侵入を防
ぐ「警備」の仕事は、勤務地は一定し
ています。天皇皇后両陛下や皇族各殿下
をいかなる状況下でも確実にお護りす
る「護衛」の仕事は、皇族の方々に同
行するため、日本全国だけでなく、世
界各国が活躍の舞台となります。

A.

女性の活躍の場はありますか ?

男女に関係なく
活躍できる職場です。

2014年4月には、皇宮警察の女性職員
が全国警察の中で初めて1割を超える予
定です。数字から見ると、女性に開か
れた職場であることがわかります。男
女の区別なく、職場を活性化していた
だける人材に私たちは期待しています。

A.

職場の雰囲気はどうですか ?

和気あいあいとした
雰囲気です。

意外かもしれませんが、職場内は和気
あいあいとした雰囲気です。もちろん、
仕事面では厳しく指導されますが、個
人的な相談に親身になってくれる先輩
や、落ち込んでいるときに励ましてく
れる同期に囲まれて、楽しく充実した
毎日を過ごすことができます。

A.

白バイに乗ることはできますか ?

やりたいことや夢を
かなえられる職場です。

白バイ隊員になりたいという子どものこ
ろからの夢を、採用6年目にかなえた職
員もいます。また、音楽や乗馬、テニス
やスキーなど得意分野を活かして皇室を
お護りすることもできます。自分の努力
次第で、やりたいことや夢が、かなえら
れる職場です。

A.

求める人物像は ?

体力と気力を
兼ね備えた人材です。

どんな仕事でも同じだと思いますが、
まずは健康であること。体力がなけれ
ば何もできません。また、「おもしろそ
うだからこの仕事を選んだ」というの
ではなく、「公安職の仕事がしたい！」
という強い信念を持っている方に応募
していただきたいですね。

A.

同期との交流はありますか ?

強い絆で結ばれた同期が
切磋琢磨しています。

皇宮警察では、採用された後に全寮制
の皇宮警察学校に入学し、基礎を身に
つけたうえで任務に就きます。学校で
の団体生活で生まれるのは、寝食をと
もにした仲間との強い絆。良き友であ
りライバルである同期との交流が、あ
なた自身の成長につながります。

A.

夜の警備もありますか ?

交替制勤務員は
夜間勤務もあります。

勤務時間は、休憩時間を除き、1週間あ
たり38時間45分です。皇宮警察本部で
勤務する職員のうち、4交替制勤務員は、
当番日（8時30分～翌 9時）、非番日（9

時以降OFF）、週休日（終日OF F）、日
勤日（8時30分～17時）を繰り返して勤
務します。

護衛官が語る
皇宮警察の

Interview

一般的にはあまり知られていない
皇宮警察という組織。
人のこと。職場のこと。何を得て成長できるのか。
魅力を8人の先輩に語っていただきました。

魅力

「天皇皇后両陛下のお姿を
拝見するだけで緊張感が」

佐々木 梨衣  吹上護衛官  警戒係員  皇宮巡査

皇居の中で立番をしていたときに、朝の
御散歩中の両陛下に会釈されたことがあ
ります。敬礼するだけで精いっぱいでし
たが、言葉にはできないほど感激。つら
いこともありますが、奉職してよかった
と思える瞬間でした。

「長年受け継がれてきた
伝統が、私たちの誇りです」

堂高 賢  護衛第一課  側衛官  皇宮警部

皇室をお護りすることにかける想いは、
側衛でも警備でも同じです。部門や階級
を超えて同じ目的、同じ気持ちを持ちな
がら一体となって任務にあたる。それが
120年以上受け継がれてきた伝統であり、
私たちの誇りです。

「警察犬を訓練して
予防警察の最前線で活躍」

原田 卓尉  警備第二課  爆発物対策係主任  皇宮巡査部長

私は警察犬担当です。皇宮警察は予防警
察なので、事件や事故が発生しなくても
警察犬が活躍する場面は多い。平素の訓
練で警察犬とコミュニケーションを取り、
いざというときに連携がとれた活動がで
きるよう心がけています。

「皇室をお護りする任務に
身が引き締まります」

塚田 昭宏  警務課  人事第一係長  皇宮警部補

皇宮警察の人事を担当しています。私に
とって皇室をお護りする仕事そのものが
誇りですね。皇宮警察の歴史のわずかの
間だとしても、崇高な任務をいただいて、
その一端を担っていることに身が引き締
まる思いです。

「連携して活動できる
チームワークが自慢です」

髙橋 麻実  護衛第二課  側衛官  皇宮巡査部長

安心して働ける場所です。福利厚生や設
備が整っていることもありますが、何よ
りも全員が「皇室をお護りする」崇高な
使命のために一生懸命仕事をしていると
ころ。チームワークがしっかりしていて、
良い職場だと思います。

「自分の得意分野が
仲間ために役立つこと」

岸本 亮  企画監察課  企画係主任  皇宮巡査部長

皇宮警察の IT担当です。自分が開発した
システムが使われて、皆さんから「楽に
なったよ」と言われることが仕事のやり
がいですね。ITの世界は日進月歩ですから、
専門書等を読んで、常に技術向上に努め
ています。

「やりたいことを活かせる
チャンスがあります」

浅井 誠  警務課  次席  皇宮警視

秀でた技能や知識があれば、それを活か
すチャンスがあります。乗馬でも英会話
でもバイクでも、もちろん武道でも何で
もいい。目標を持って努力していけば道
が開ける。それが皇宮警察の最大の魅力
です。

「皇居と国民の
かけ橋のような存在です」

川野 渚  坂下護衛署  警戒係員  皇宮巡査

私たち皇宮護衛官は、皇居を訪れる人たち
にとって最初に接する皇居の人。立居振舞
一つ一つが皇室に対する印象を左右してし
まいます。笑顔を忘れず、警戒勤務はしっ
かりと。「外柔内剛」の気持ちで勤務に臨ん
でいます。
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神
戸
市
垂
水
区
の
高
台
に
あ
る
公
園
。
眼
下
に
は
住
宅
街
が
、
そ
の
先
に
は

海
が
広
が
り
、
遠
く
に
は
淡
路
島
が
見
渡
せ
る
。
当
時
!
歳
の
佐
藤
俊
輔
は

父
と
弟
と
一
緒
に
、早
朝
か
ら
剣
道
の
素
振
り
の
稽
古
に
励
ん
で
い
た
。「
さ
あ
、

そ
ろ
そ
ろ
家
に
帰
ろ
う
か
」。
父
に
促
さ
れ
、
公
園
の
階
段
を
降
り
て
い
た
そ

の
と
き
、
雷
が
落
ち
た
よ
う
に
空
が
ピ
カ
ッ
と
光
っ
た
。
次
の
瞬
間
、
ゴ
ゴ

ゴ
ォ
ッ
と
音
が
し
て
、
眼
下
の
街
並
み
が
砂
埃
を
あ
げ
て
海
側
か
ら
順
番
に
盛

り
上
が
っ
て
く
る
の
が
見
え
た
。

　

平
成
�
年
�
月
17

日
、
午
前
�
時
46

分
52

秒
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
発
生
だ
。

と
っ
さ
に
父
親
は
二
人
の
息
子
を
か
ば
う
よ
う
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
。
激
し
い
縦

揺
れ
。
佐
藤
は
「
ま
る
で
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
上
に
い
る
よ
う
だ
っ
た
」
と
そ
の

と
き
を
振
り
返
る
。
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
あ
と
、
�
人
は
か
け
降
り
る
よ
う

に
家
に
急
い
だ
。「
母
は
無
事
だ
ろ
う
か
」「
家
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」。

は
た
し
て
、
家
は
以
前
の
形
を
と
ど
め
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
揺
れ
の
激
し

さ
を
物
語
る
よ
う
に
、
玄
関
前
は
鉢
植
え
が
割
れ
て
散
乱
し
瓦
礫
の
山
。
中
に

入
る
と
、
家
具
が
倒
れ
食
器
棚
か
ら
落
ち
た
食
器
が
割
れ
て
い
る
。
家
に
は
靴

を
は
い
た
ま
ま
入
っ
た
。
母
は
無
事
だ
っ
た
。
怪
我
も
な
い
。「
怖
か
っ
た
ね
。

で
も
よ
か
っ
た
」。

　

し
か
し
、い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。

不
安
な
中
で
余
震
は
続
く
。
し
ば
ら
く
は
家
族
�
人
、
揃
っ
て
リ
ビ
ン
グ
で

過
ご
し
た
。
寝
る
と
き
は
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
佐
藤
と
弟
。
そ
の
外
側
に

両
親
が
寄
り
添
っ
て
い
る
。
佐
藤
は
ふ
と
考
え
た
。
学
校
の
み
ん
な
は
ど
う
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
と
。

　

�
ヵ
月
後
、
学
校
が
始
ま
っ
た
。
同
じ
学
校
の
生
徒
に
被
害
者
は
い
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
�
ヵ
月
後
、
通
っ
て
い
た
剣
道
の
道
場
に
久
し
ぶ
り
に
行
っ
て

み
る
。
生
徒
の
人
数
は
半
分
に
減
っ
て
い
た
。
両
親
が
亡
く
な
っ
て
引
っ
越
し

て
し
ま
っ
た
人
も
い
る
。
だ
け
ど
…
…
。
残
念
な
が
ら
震
災
の
犠
牲
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
友
達
も
い
た
。

　

強
く
て
い
つ
も
佐
藤
を
打
ち
負
か
し
て
い
た
上
級
生
、
剣
道
を
始
め
た
ば
か

り
な
の
に
果
敢
に
向
か
っ
て
き
た
低
学
年
の
子
、
そ
し
て
「
こ
い
つ
に
は
負
け

た
く
な
い
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
勝
て
な
か
っ
た
同
級
生
。
も
う
二

度
と
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
事
実
に
、
佐
藤
は
子
ど
も
な
が
ら
愕
然
と

し
た
。

　

現
在
、
佐
藤
は
皇
宮
警
察
本
部
の
剣
道
特
別
訓
練
員
だ
。
関
東
管
区
警
察
大

会
で
は
*
組
で
優
勝
、
全
国
警
察
大
会
で
は
�
部
に
所
属
す
る
な
ど
、
全
国

の
警
察
の
中
で
も
、皇
宮
警
察
の
剣
道
チ
ー
ム
に
は
、な
か
な
か
の
猛
者
が
揃
っ

て
い
る
。
佐
藤
も
そ
の
一
員
と
し
て
、
厳
し
い
訓
練
に
励
む
毎
日
だ
。

　

剣
道
を
始
め
て
22

年
、
そ
の
間
幾
度
と
な
く
挫
折
や
壁
に
直
面
し
、
壁
に
ぶ

つ
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
度
に
、
佐
藤
は
「
初
心
」
を
思
い
返
し
、
剣
道

を
習
い
始
め
た
こ
ろ
の
よ
う
に
素
直
な
気
持
ち
で
先
生
や
先
輩
の
指
導
を
仰
ぐ
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
の
「
あ
る
出
来
事
」
が
、
今
の
佐
藤
の
原
点
と
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

　

震
災
当
日
か
ら
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
助
け
る
人
も
助
け
ら
れ

る
人
も
、
誰
も
が
悲
し
み
や
動
揺
の
中
に
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
安
全
確
認
の
た

め
住
宅
を
回
っ
て
い
る
交
番
の
お
巡
り
さ
ん
が
訪
ね
て
き
た
。「
大
丈
夫
で
す

か
？
」
と
。
し
か
し
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の
お
巡
り
さ
ん
自
身
、
自
分
の
家
に

は
帰
れ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
。「
我
が
身
を
顧
み
ず
、
警
察
官
が
人
の
た
め

に
活
動
す
る
姿
」
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
将
来
、
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
を

す
る
」
と
子
ど
も
な
が
ら
に
心
に
決
め
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
佐
藤
の
初
心
で

　

初心
忘る

べからず
1995.1.17～

警務部門  教養課  佐藤俊輔の「初心」
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あ
り
、
原
点
と
な
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
の
就
職
活
動
。
佐
藤
は
も
ち
ろ
ん
公
安
職
を
志
望
す
る
。
警
察
、

消
防
、自
衛
隊
な
ど
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
が
、亡
く
な
っ
た
祖
父
が
宮
内
省（
現
：

宮
内
庁
）
に
勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
皇
宮
警
察
に
興
味
を
持
っ
た
。
ま
た
剣

道
着
が
白
道
衣
・
白
袴
の
正
装
で
「
か
っ
こ
い
い
」
と
思
っ
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
だ
。
こ
う
し
て
、「
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
」
そ
れ
も
「
皇
室
を
お
護
り

す
る
仕
事
」
を
選
び
、
佐
藤
は
皇
宮
護
衛
官
と
し
て
の
任
務
に
就
い
た
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
佐
藤
。

そ
の
中
で
も
と
く
に
感
じ
た
の
は
、自
分
は「
生
か
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
、
震
災
以
降
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
何
度
も

考
え
た
。

　

や
が
て
佐
藤
は
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
る
。
そ
れ
は
、「
生
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
懸
命
に
考
え
、
自
分
が
生
き

る
意
義
を
見
出
し
、
毎
日
を
懸
命
に
生
き
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
現
在
、
佐
藤
は
、
皇
宮
護
衛
官
と
し
て
生
き
る
こ
と
、
我
が
身
を
顧

み
ず
皇
室
と
国
民
に
尽
く
す
こ
と
に
自
分
の
生
き
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

し
か
し
、
皇
室
と
国
民
の
た
め
に
尽
く
す
と
考
え
て
い
て
も
、
そ
れ
は
漠

然
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
な
か
な
か
実
感
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
ま
ま
の

状
態
で
よ
い
の
か
と
考
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
平
成
23

年
3

月
11

日
。

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
の
だ
。

　
「
す
ぐ
に
で
も
被
災
地
に
か
け
つ
け
て
、人
の
役
に
立
ち
た
い
」。し
か
し
、

自
分
に
は
大
切
な
任
務
が
あ
る
。
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
た
あ
る
日
、
テ

レ
ビ
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
被
災
地
を
ご
訪
問
さ
れ
て
い
る
映
像
を
見
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
皇
族
各
殿
下
は
、
避
難
所
や
被
災
地
を
何
度
も

ご
訪
問
さ
れ
、
多
く
の
人
々
を
励
ま
さ
れ
て
い
る
。
人
々
が
涙
を
流
し
な
が

ら
「
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
口
々
に
語
る
姿
を
目
に
し
た
と
き
、
何

か
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

人
々
を
元
気
に
す
る
皇
室
。
そ
の
皇
室
を
お
護
り
す
る
自
分
た
ち
。
普
段

行
っ
て
い
る
業
務
の
全
て
が
巡
り
巡
っ
て
被
災
者
の
方
々
の
笑
顔
や
涙
、
元

気
や
勇
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
今
さ
ら
な
が
ら
気
が
つ
い
た

の
だ
。

　

そ
の
瞬
間
、
鳥
肌
が
立
ち
、
皇
宮
護
衛
官
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
を
実
感
し
た
。

こ
の
こ
と
が
あ
り
、
佐
藤
は
改
め
て
皇
宮
護
衛
官
と
し
て
生
き
る
意
義
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

佐
藤
に
と
っ
て
の
生
き
る
意
義
と
は
、
皇
宮
護
衛
官
と
し
て
皇
室
と
国
民

の
た
め
に
生
き
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
我
が
身
を
顧
み
ず

人
の
た
め
に
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
皇
宮
護
衛
官
と
し

て
の
初
心
だ
。

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
ほ
ど
、
初
心
と
は
忘
れ
や
す

く
疎
か
に
な
り
や
す
い
。
し
か
し
、
こ
の
初
心
と
は
自
分
が
苦
し
い
と
き
や

頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
の
心
の
支
え
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
と

佐
藤
は
思
う
。

　
「
今
後
も
こ
の
初
心
と
い
う
も
の
を
忘
れ
ぬ
よ
う
、
苦
し
い
と
き
や
つ
ら
い

と
き
、
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
そ
し
て
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を

持
て
た
と
き
な
ど
、
折
に
触
れ
て
思
い
出
す
よ
う
に
し
た
い
」。
阪
神
淡
路
大

震
災
で
混
乱
し
て
い
る
最
な
か
、
9

歳
の
頃
に
思
っ
た
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
毎
日
を
懸
命
に
生
き
、
一
生
涯
こ
の
初
心
を
貫
い
て
い
こ
う
と
佐
藤

は
誓
っ
た
。

平
成
21

年
、
皇
宮
巡
査
を
拝
命
。

警
察
学
校
卒
業
後
、
坂
下
護
衛

署
に
配
属
。
�
年
半
勤
め
た
あ

と
、
皇
宮
巡
査
部
長
に
昇
任
し
、

吹
上
護
衛
署
で
勤
務
。
そ
の
間
、

剣
道
の
訓
練
に
励
む
。
平
成
25

年
�
月
、
教
養
課
に
異
動
。
現

在
は
剣
道
特
別
訓
練
員
と
し
て
、

腕
を
磨
く
こ
と
に
余
念
が
な
い
。

警
務
部
門　

教
養
課

佐
藤
俊
輔
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